
 

 

 

 

 

花壇の花を見て思うこと 

以前、ＰＴＡ美化活動が雨天で実施できなかったことで、２年生と６年生が花壇にマリーゴールド

とブルーサルビアの苗を定植してくれたことを学校通信でお知らせしました。飼育栽培委員会の児童

と担当職員が丁寧にお世話をしてくれているおかげで、花壇がとても美しくなりました。下の写真は

定植したときの花壇（左）と現在の花壇（右）の様子を写したもので、一ヶ月あまりでこんなに花が

成長しました。 

 

花を栽培することは生き物を育てることなので、児童の教育と非常に関連するところがあります。

今回はこのことについて日頃考えていることを少しお伝えしようと思います。花を栽培するときの第

一段階は種まきですが、種を発芽させるためには、種の種類ごとに適した温度や光との関係性があ

り、また、水やりのタイミングや頻度も発芽させるための重要なポイントです。 

さらに、種まきに使う土もとても重要で、使う土は清潔性、通気性、排水性、保水性に優れている

ことが大切で、あわせて養分のない土を使用することもポイントです。このように発芽させるために

は、適した環境があるということです。 

 次に発芽してある程度大きくなったら、ポットの中に栄養分のある土を入れ、そこに移植します。

小さな苗を一つ一つ移植するので、なかなか大変な作業になります。忙しさにかまけてこの作業を忘

れたころに行うと、苗はあまり大きくならずに小さな花を咲かせて終わることがあります。これは、

栄養分のある土を入れたポットにいつまでも入れておいて、花壇や大きな鉢に移植をしないでいても

同じようなことがあります。植物を成長させるためには、栄養のある土の入ったポットや花壇、鉢に

移植する適切な時期があるということです。言い換えれば、逃してはならない時期があるということ

を意味しています。 

花を栽培することと児童の教育がとても似ていると感じるところがこの点で、子どもが健やかに成

長するためには、逃してはならない時期があるように感じます。当然、人間はいかようにも取り戻せ

る可能性はあるとしても、望ましく成長する上で大切な時期があることは間違いないと思います。そ

して、その大切な時期の一つにこの小学校６年間があるのだと思います。 
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5 年生の校外学習  ウォークラリー＆クラフト 
３日（金）に 5 年生は、中止になった臨海学校の代

わりに校外学習を行いました。8 時に学校を出発して

東毛青少年自然の家に向かいました。新伊勢崎駅まで

歩き、そこから東武線に乗って藪塚駅まで行き、そこ

からウォークラリーをしながら班ごとに東毛青少年

自然の家を目指しました。ウォークラリーでは、各班

に渡された指令書に従ってチェックポイントへ行き、

そこでの課題を班のみんなで協力しながら解決して

いきます。各班とも 7 つのチェックポイントの課題を

クリアーして、１１時５０分までにゴールの東毛青少

年自然の家の第１営火場に無事に到着しました。 

そして、第１営火場で昼食をとった後、東毛青少年

自然の家の館内に移動して、クラフトのスプーン作り

をしました。まず、最初に指導員の方の説明を聞いた

後に、スプーン作りに取り組みました。事前にスプー

ンの絵柄を考えておいたので、どの子もスムーズに作

業を進めていました。集中して取り組み、全員がオリ

ジナルのスプーンを仕上げました。途中、雨が激しく

なり、帰りが心配されましたが、雨がやんだところで 

東毛青少年自然の家を出発して藪塚駅まで歩きました。そして、大きなケガをすることもなく新伊勢

崎駅まで帰り、そこで解散式をしました。たくさん歩いて疲れた一日でしたが、子どもたちにとって

は、思い出深い一日になりました。 

１年生生活科の幸公園探検 

１４日（火）に、１年生は生活科の学習で幸公園に行き、公園の中の施設を調べました。調べる中

で、遊具の他にベンチやトイレ、さらにはいろいろな植物や木があることに気づくこと

ができました。子どもたちは、調べる中で幸公園にどのようなものがあるのか、何の

ためにあるのかを考えながら探検しました。また、探検する中で自分の目で見て確認

したり、公園にある遊具を実際に使ってみたりする経験を通して、子どもたちの学習

は深まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


